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事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業

■



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 113 ha

平成 29 年度　～ 平成 33 年度 平成 29 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成21年度 平成33年度

人 平成27年度 平成34年度

都道府県名 埼玉県 熊谷市 熊谷市中心市街地地区（第2期）

計画期間 交付期間 33

大目標　埼玉県北部地域の中核都市として環境にやさしく、暮らしやすく、魅力ある中心市街地を目指す
　　　目標1　道路環境の改善等により、誰でも安全・快適に移動できる道路環境・交通体系を構築し、交通利便性の高い都市環境を目指す。
　　　目標2　生活関連施設や歴史・文化資源等を結ぶ歩行者及び自転車のネットワークを構築し、中心市街地の交流人口の増加とにぎわい再生を目指す。

○市概要
本市は、都心から50～70㎞の距離に位置する面積159.88ｋ㎡、人口20万人を超える埼玉県北部地域の中核都市である。平成17年に熊谷市、大里町及び妻沼町と合併し、その後、平成19年2月に江南町を編入し、埼玉県北部地域で唯一の20万都市
となった。平成21年には、市民サービスの向上を図りながら地方分権を推進していくため、より自立性の高い権限を持つ「特例市」へ移行した。
市の南部に荒川、北部に利根川が流れ、市域のほとんどが平坦な地形であるが、荒川右岸は比企丘陵の北陵にあたり、比較的標高が高くなっている。気候は、内陸性の太平洋側気候で、夏季は高温多湿、冬季は低温乾燥で北西の季節風が強い。
また、年間を通して快晴日の多い気象特徴をもっており、平成13年～平成22年の10年間で、7度も年間快晴日数日本一となっている。さらに、夏の暑さが全国的に有名であり、平成19年8月16日に、74年ぶりの国内の最高気温記録更新となる40.9℃を
記録した（平成25年3月時点）。
本市では、全国的な知名度を誇る夏の暑さを逆手にとり、貴重な地域資源としてプラスにとらえることで、市全体で暑さを楽しみつつ積極的にまちづくりに活かしていく「あついぞ！熊谷」事業を平成17年度から広く展開している。また、平成20年度から
は、暑さから市民を守るとともに、暑さを活用した地域活性化や、環境共生型ヒートアイランド対策として「あっぱれ！熊谷流プロジェクト」に取り組んでいる。
さらに、地球温暖化の主要因となっているＣＯ２排出量の約半分が都市活動により排出されていることに着眼し、『まちづくりの視点』から地球温暖化対策の取組を推進すべく、先導的都市環境形成促進事業として、平成22年10月に中心市街地の都市
環境改善についての取組の方向性を示した「熊谷市都市環境改善基本計画」を策定した。現在、本計画に基づき「環境への負荷が少ない ひと中心のまちづくり」を理念とした、『エコまちづくり熊谷』の実現を目指し、市民、事業者、行政等がそれぞれ
の役割のもとに連携し、協働して取り組んでいる。また、ラグビーワールドカップ2019の開催都市となっており、多くの観光者が訪れることが見込まれる。

○当該地区概要
本地区は、市の中央エリアに位置しており、ＪＲ上越・北陸（長野）新幹線、ＪＲ高崎線、秩父鉄道の鉄道3線が乗り入れる熊谷駅を中心とした都市機能が集約された都市活動の中心地区である。古くから広域における連携拠点としての整備が進めら
れ、熊谷駅東地区市街地再開発事業による再開発ビルと熊谷駅東口駅前広場の整備など、埼玉県北部地域の拠点としてふさわしいまちを目指すべく、さまざまなまちづくりの取組が行われている。平成20年度からは、中心市街地における道路空間
整備方針の策定に向けて、国、警察、県、地元、市が一体となった「熊谷市道路空間整備推進委員会」を設置し、熊谷駅を中心とする国道17号を含む道路網におけるバリアフリー整備、自転車通行環境整備、景観整備の三位一体となった「熊谷中心
市街地道路空間整備計画（案）」を策定し、平成26年3月には、「熊谷市バリアフリー基本構想」を策定した。また、本地区は平成21年3月に策定した「熊谷市景観計画」の中で、「熊谷中心市街地にぎわい景観誘導地区」に選定しており、先導的に景観
形成に取り組む地区として、既存の景観資源の活用や新たな景観資源の創出により、にぎわいが感じられる景観形成を図ることが期待される地区として位置付けている。さらに、『【つながり】と【おもてなし】で築く、広域拠点都市くまがや』を基本理念
とする、「熊谷市中心市街地活性化基本計画」（案）に基づき、中心市街地のにぎわい再生を目指してさまざまなまちづくり活動が行われている。

・熊谷市の中心市街地、ラグビーワールドカップ2019開催都市、また埼玉県北部地域の商業・業務の拠点としてふさわしい魅力ある都市環境の整備が求められている。
・高齢者や子ども、障がい者を含め、誰でも安全・快適に移動できる移動空間の整備と、中心市街地におけるバリアフリー環境整備の推進が求められる。
・歩行者と自転車それぞれの移動における安全性・回遊性の向上が求められている。
・『環境への負荷が少ないひと中心のまちづくり』の実現のため、ヒートアイランド現象等の都市環境問題の改善、環境負荷の少ない移動手段への転換が求められている。
・人口減少、少子高齢社会、ドーナツ化現象といった社会問題や都市問題への対策として、地区内の定住人口及び交流人口の増加とにぎわい再生が求められている。
・ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ2019開催に向け、早急にインバウンドの促進が求めれている。

・道路空間の再配置、公共交通の拡充、バリアフリー環境整備、「あっぱれ！熊谷流プロジェクト」を推進し、『快適で回遊したくなるまち』を目指す。
・「熊谷市都市環境改善基本計画」（平成22年10月策定）の、『環境への負荷が少ない　ひと中心のまちづくり』を理念とした、『環境にやさしく、暮らしやすく、魅力ある中心市街地を目指す』という基本方針の実現を目指す。
・北部地域振興交流拠点施設（仮称）を『時代の【変化】に対応し、人と施設が【成長】する創造拠点』とし、埼玉県北部地域の商業・産業の中心となる地域活力あふれる都市の実現を目指す。
・優良建築物等整備事業をはじめとする、民間活力を活用した良好な住環境の創出や住宅供給の促進を通じて、地区内の定住人口の増加を目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

歩行者・自転車通行環境の満足度
まちなかにおける歩行者・自転車通行者を対象とした通
行環境の満足度調査

まちなかの道路環境の改善（美装化、バリアフリー化、自転車走行環境整
備等）を図り、快適性、利便性、回遊性、利用者の満足度の向上を目指
す。

55% 62%

歩行者・自転車通行量
事業実施により効果が期待される回遊動線上の地点で
の休日の歩行者・自転車通行量

歩行者・自転車通行量が減少傾向にある中で、まちのにぎわいが見られ
た平成12年前後の通行量まで回復させることを目標とする。

18,830人 25,000人



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１　道路環境の改善等により、誰でも安全・快適に移動できる道路環境・交通体系を構築し、交通利便性の高い都市環境を目指す。
・市道80541号線の道路環境の改善に併せて、周辺道路の道路環境の整備、改善を行う。

【基幹事業】
○高質空間形成施設（市道80541号線バリアフリー整備事業）

整備方針２　生活関連施設や歴史・文化資源等を結ぶ歩行者及び自転車のネットワークを構築し、中心市街地の交流人口の増加とにぎわい再生を目
指す。
・生活関連施設等を結ぶネットワークの構築を進め、中心市街地内の回遊性を高める。
・中心市街地内での歩行者及び自転車通行の安全性・快適性を高め、より回遊しやすいまちを目指す。
・中心市街地内に残る歴史的資源を結ぶネットワークを構築し、交流人口の増加とにぎわいの創出を目指す。
・中心市街地における商業核施設であるTiara21とニットーモールを結ぶ連絡歩道橋にシェルターを設置し、商業ネットワークの強化と歩行者の利便性向
上を目指す。

【基幹事業】
○高質空間形成施設（Tiara21～ニットーモール連絡歩道橋：歩行支援施設整備事業）
○高質空間形成施設（市道80039号線、市道80007号線、市道50359号線：自転車通行環境整備事
業）
○高質空間形成施設（熊谷駅正面口駅前広場歩行支援施設整備事業）
○高質空間形成施設（熊谷駅南口駅前広場公衆用トイレ障害者誘導施設整備事業）
○道路（市役所通線：自転車通行環境整備事業）
○地域生活基盤設備（歩行者案内施設整備事業）
○地域生活基盤整備（熊谷駅正面口駅前広場案内施設整備事業）

【提案事業】
○まちづくり活動推進事業（「景観とおもてなし」事業）

【関連事業】
○熊谷市道路空間形成事業（事業主体：国）
○熊谷市自転車シェアリング事業

【関連事業】協定制度
○熊谷市まちなかコミュニティサイクル社会実験（サイクルポートの整備・管理）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

市役所通線自転車通行環境整備事業 熊谷市 直 600ｍ 29 31 29 31 167 167 167 167 －

地域生活基盤施設

熊谷市 直 24基 29 30 29 30 38 38 38 38 －

熊谷市 直 6基 31 31 31 31 15 15 15 15 －

高質空間形成施設

熊谷市 直 120ｍ 31 31 31 31 8 8 8 8 －

熊谷市 直 200ｍ 30 30 30 30 6 6 6 6 －

熊谷市 直 300ｍ 30 30 30 30 11 11 11 11 －

熊谷市 直 75ｍ 29 31 29 31 78 78 78 78 －

熊谷市 直 5,200㎡ 28 31 29 31 348 348 348 348 －

連絡歩道橋歩行支援施設整備事業 熊谷市 直 120㎡ 29 29 29 29 58 58 58 58 －

熊谷市 直 1箇所 30 30 30 30 35 35 35 35 -

合計 764 764 764 0 764 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

熊谷市 直 - 30 30 30 30 15 15 15 15

合計 15 15 15 0 15 …B

合計(A+B) 779
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
国 国 600ｍ ○ H29 H30 100

熊谷市 直 - ○ H31 H31 16
㈱まちづくり熊谷（推進法人） 国 113ha ○ H31 H31 19

合計 135

市道80007号線自転車通行環境整備事業

市道50359号線自転車通行環境整備事業

市道80541号線バリアフリー整備事業

熊谷駅正面口駅前広場歩行支援施設整備事業

熊谷駅南口駅前広場公衆用トイレ障害者誘導施設整備事業

交付対象事業費 779 交付限度額 311.6 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

市役所通線

歩行者案内施設整備事業 都市再生整備計画エリア

熊谷駅正面口駅前広場案内施設整備事業 熊谷駅正面口駅前広場

市道80039号線市道80039号線自転車通行環境整備事業

市道80007号線

市道50359号線

市道80541号線

熊谷駅正面口駅前広場

Tiara21～ニットーモール連絡歩道橋

熊谷駅南口駅前広場

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業活用調
査

規模
（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

景観とおもてなし事業 都市再生整備計画エリア

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

熊谷市道路空間形成事業 国道17号

熊谷市自転車シェアリング事業 -

民間まちづくり活動促進事業 熊谷市まちなかコミュニティサイクル社会実験

統合したB／Cを記入してください



道路占用許可
特例(都市再
生特別措置法
46条10項)

都市再生整備
歩行者経路協
定(都市再生
特別措置法46
条12項)

都市利便増進
協定(都市再
生特別措置法
46条13項)

河川敷地占用
許可(河川敷
地占用許可準
則22)

１

●熊谷市まちなかコミュニティサイクル社会実験
推進法人及び民間事業者が中心となり、コミュニ
ティサイクル社会実験を実施する。
・自転車駐車器具(サイクルポート)の整備一管理

中心市街地の自動車交通量の抑
制､環境への負荷の軽減､まちな
かでの回遊性一利便性の向上､に
ぎわいの剔出を図ります。

平成31年度
株式会社まち
づくり熊谷(推
進法人)

○

２

３

４

５

６

７

協定制度の取り組み

官民連携によるエリアマネジメント方針等

事
業
番
号

事業
事業の目的/事業によって解決さ

れる課題
事業期間

事業主体(占用主
体)

活用する制度



制度別詳細４(利便増進協定に関する事項)都市再生特別措置法46条13項


事業期間 取り組み主体 活用する制度の詳細

１
自転車駐車器具(サイクル
ポート)の整備一管理

平成31年
度

株式会社まちづく
り熊谷(推進法人)

２

３

４

５

６

７

８

制度の活用

事業内容

１．協定締結者
　株式会社まちづくり熊谷(平成○○年○月○○日に都市再
生整備推進法人に指定)、施設所有者

2.都市利便増進施設の一体的な整備又は管理が必要と認め
られる区域(都市利便増進協定を想定している区域)
　次ページの赤枠の範囲

3.協定の内容
(1)協定の目的となる都市利便増進施設
･サイクルポート

(2)費用負担
･推進法人がコミュニティサイクル社会実験を実施し､その
収益を充当する。

(3)都市利便増進施設の整備一管理の方法
･推進法人が共同で社会実験を実施する民間事業者とともに
維持管理を実施する。



制度別詳細４－１(都市利便増進協定に関する事項)

制度別詳細【都市利便増進協定】

制度を活用して整備・設置する施設等の配置を示す地図及び設置イメージ

●

●

○

● ●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

パスポートセンター

熊谷年金事務所

安心館

熊谷市役所駅連絡所

埼玉県熊谷地方庁舎

藤間病院

中央消防署

埼玉県産業技術総合セン
ター北部研究所

さいたま地方法務局熊谷支局

県立熊谷女子高等学校

熊谷郵便局

高城神社

中央公園

商工会議所

お祭り広場

さいたま地方裁判所

埼玉地方検察庁市民ホール

八木橋

イオン熊谷

片倉シルク記念館

市営駐車場

上熊谷駅

熊谷寺

熊谷税務署

ベルク

市役所

市民体育館●

●市営熊谷駅自転車駐車場

●

市営上熊谷駅東自転車駐車場

●
JR熊谷駅ティァラ口ロータリー周辺

※
※

※

※

●
星渓園

熊谷聖パウロ教会

●

●石上寺

●
JR熊谷駅正面口ロータリー周辺

※

都市利便増進施設の一体的な整備

または管理が必要と認められる区域

● サイクルポート周辺の主要施設



制度別詳細４－２(都市利便増進協定に関する事項)

都市再生整備計画（第２回変更）（案）


　コミュニティサイクル社会実験イメージ図

都市利便増進協定の参考

制度を活用して整備・設置する施設等のイメージ

まちなかコミュニティサイクル社会実験
使用自転車とサイクルポート例（川越市）

駅

サイクルポート

サイクルポート
サイクルポート



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

熊谷市中心市街地地区(第2期)（埼玉県熊谷市） 面積 113 ha 区域
仲町、鎌倉町、本町１～２丁目、星川１～２丁目、弥生１～２丁目、筑波１～３丁目、銀座１丁目、桜木町１丁
目の全部と本石１～２丁目、宮町１～２丁目、末広１～３丁目、銀座２～３丁目、曙町１丁目、万平町１丁目、
宮前町２丁目の一部


